
上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

資料－１ 

提出書類の様式 

 

提 出 書 類 一 覧 表 

提 出 書 類 提 出 部 数 提 出 期 日 備 考 

1 施工計画書（工程表） 

（資格者証等写し、雇用の分

かる証明書） 

   

2 技術者配置状況表    

3 （現場代理人・主任技術

者）兼務届 

1部 契約後5日以内 水道部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

に掲載 

4 着 工 届    

5 工事カルテ受領書（ＣＯ

ＲＩＮＳ） 

   

6 試掘調査結果報告書 

  地下埋設物確認書 

   

7 工事打合簿 2部（1部返却） 必要の都度 (様式－5) 

8 施工計画書 2部（1部返却） 

(1.4.1記載工事

は省略できる) 

施工前 (様式－2の1～

9) 

9 再生資源利用計画書 

  再生資源利用促進計画書 

   

10 下請報告書（建設業許可

指令書写し、注文書又は注文

請書写し、内訳書）下記

11,12,13も添付 

   

11 施工体系図    

12 施工体制台帳（資格者証

等写し、雇用の分かる証明

書、建設業許可指令書写し） 

   

13 再下請通知書（資格者証

等写し、雇用の分かる証明

書、建設業許可指令書写し） 

   

資料－１ 

提出書類の様式 

 

提 出 書 類 一 覧 表 

提 出 書 類 提 出 部 数 提 出 期 日 備 考 

1 施工計画書（工程表） 

（資格者証等写し、雇用の分

かる証明書） 

   

2 技術者配置状況表    

（新設） 

 

   

3 着 工 届    

4 工事カルテ受領書（ＣＯ

ＲＩＮＳ） 

   

5 試掘調査結果報告書 

  地下埋設物確認書 

   

6 承諾願（施工計画書） 2部（1部返却） 必要の都度 (様式－2) 

7 施工計画書 2部（1部返却） 

(契約金額130万

円以下は省略) 

施工前 (様式－3の1～

9) 

8 再生資源利用計画書 

  再生資源利用促進計画書 

   

9 下請報告書（建設業許可

指令書写し、注文書  注文

請書写し、内訳書）下記

10,11,12も添付 

   

10 施工体系図    

11 施工体制台帳（資格者証

等写し、雇用の分かる証明

書、建設業許可指令書写し） 

   

12 再下請通知書（資格者証

等写し、雇用の分かる証明

書、建設業許可指令書写し） 
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14 現場代理人等変更通知書 1部 必要の都度 水道部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

に掲載 

15 工事日誌 1部（FAX又はメ

ールでも可） 

施工中毎日 (様式－3) 

16 継手チェックシート 1部（FAX又はメ

ールでも可） 

施工中毎日 (様式－4の1～

6) 

（削除）    

（削除） 

 

   

（削除）    

17 事故報告書   (様式－6) 

18 工事履行報告書    

19 認定請求書    

20 工事出来形部分検査申請

書 

   

21 工事出来形部分内訳書    

22 完 成 届    

23 出来形管理図表 2部 完成日から5日以

内 

(様式－7の1～

11) 

24 工事完成図    

25 工事写真帳 監督員が指示す

る部数 

完成日から5日以

内 

第6章(様式－8) 

26 品質管理書類    

27 再生資源利用実施書 

  再生資源利用促進実施書 

 工事登録証明書 

   

28 産業廃棄物管理票（マニ

ュフェスト） 

   

29 納品書・材料伝票等    

30 引 渡 書    

31 請 求 書 1部 検査合格後速や

かに 

 

水道部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

に掲載 

（新設） 

 

   

13 工事日誌 1部（FAX     

  でも可） 

施工中毎日 (様式－4) 

14 継手チェックシート 1部（FAX     

  でも可） 

施工中毎日 (様式－5の1～

6) 

15 工事に関する協議書 2部（1部返却） 必要の都度 (様式－6) 

16 工事に関する承諾書 

（製品、材料、その他） 

2部（1部返却） 必要の都度 (様式－7) 

17 工事に関する指示書 2部（1部返却） 必要の都度 (様式－8) 

18 事故報告書   (様式－9) 

19 工事履行報告書    

20 認定請求書    

21 工事出来形部分検査申請

書 

   

22 工事出来形部分内訳書    

23 完 成 届    

24 出来形管理図表 2部 完成日から5日以

内 

(様式－10の1～

11) 

25 工事完成図    

26 工事写真帳 監督員が指示す

る部数 

完成日から5日以

内 

第6章(様式－

11) 

27 品質管理書類    

28 再生資源利用実施書 

  再生資源利用促進実施書 

 工事登録証明書 

   

29 産業廃棄物管理票（マニ

ュフェスト） 

   

30 納品書・材料伝票等    

31 引 渡 書    

（新設） 
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32 保証書返還請求書 1部 検査合格後速や

かに 

水道部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

に掲載 

（削除） 

 

   

33 その他当部が必要とする

書類 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新設） 

 

   

32 現場代理人等変更通知書 1部 必要の都度 水道部ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

に掲載 

33 その他当部が必要とする

書類 
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（様式－2 の 1） 

 

施 工 計 画 書 

 

下記に掲げる事項のうち、監督員より指示されたものを提出すること。 

 

1 工事概要                      （様式－2の 2） 

2 案内図及び全体計画図 

3 実施工程表 

4 施工方法 

5 出来形管理計画 

6 品質管理計画 

7 配管材料一覧表                   （様式－2の 3） 

8 主要資材一覧表                   （様式－2の 4） 

9 主要機械一覧表                   （様式－2の 5） 

10 現場組織表                     （様式－2の 6） 

11 安全衛生管理 

12 安全衛生管理組織表                 （様式－2の 7） 

13 緊急時連絡表                    （様式－2の 8） 

14 安全施設（仮設備等） 

15 運搬路、機械設備、電気設備、火薬類、ガス作業員の安全教育等について 

16 資格者及び技能講習修了者等名簿及び資格証明書のコピー（様式－2 の 9） 

17 再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－3の 1） 

 

施 工 計 画 書 

 

下記に掲げる事項のうち、監督員より指示されたものを提出すること。 

 

1.  工事概要                      （様式－3の 2） 

2.  案内図及び全体計画図 

3.  実施工程表 

4.  施工方法 

5.  出来形管理計画 

6.  品質管理計画 

7.  配管材料一覧表                   （様式－3の 3） 

8.  主要資材一覧表                   （様式－3の 4） 

9.  主要機械一覧表                   （様式－3の 5） 

10. 現場組織表                     （様式－3の 6） 

11. 安全衛生管理 

12. 安全衛生管理組織表                 （様式－3の 7） 

13. 緊急時連絡表                    （様式－3の 8） 

14. 安全施設（仮設備等） 

15. 運搬路、機械設備、電気設備、火薬類、ガス作業員の安全教育等について 

16. 資格者及び技能講習修了者等名簿及び資格証明書のコピー（様式－3の 9） 

17. 再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書 
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(様式－2の 2) 

１ 工 事 概 要（例） 

 

(1) 工事概要 

 

工 事 名  

工事場所  

工  期 （元号）年  月  日 ～ （元号）年  月  日 

請負金額  ￥ 

発 注 者 青森市公営企業管理者企業局長 

受 注 者 

○○株式会社  TEL 

 

現場代理人   □□ □□ 

 

 

(2) 主要工事内容 

 

工  種 管種・口径 単位 数量 摘要 

布 

 

設 

配水管 DGXE   φ150 ｍ 240  

〃 DKE   φ150 〃 5  

〃 DGXE   φ100 〃 7  

〃 PP φ 50 〃 7  

 

 

設 

 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ両受 φ150  10k 基 1  

〃 SS 弁 φ150  7.5k 〃 3  

〃 SS 弁 φ100  7.5k 〃 1  

〃 SS 弁 φ 75 7.5k 〃 2 
消火栓用１基 

排水用 1基 

〃 SS 弁（V・S ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃 1  

(様式－3 の 2) 

１． 工 事 概 要（例） 

 

(1) 工事概要 

 

工 事 名  

工事場所  

工  期 （元号）年  月  日 ～ （元号）年  月  日 

請負金額  ￥ 

発 注 者 青森市公営企業管理者企業局長 

受 注 者 

○○株式会社  TEL 

 

現場代理人   □□ □□ 

 

 

(2) 主要工事内容 

 

工  種 管種・口径 単位 数量 摘要 

布 

 

設 

配水管 DGXE-S φ150 ｍ 240  

〃 DKE-3 φ150 〃 5  

〃 DGXE-S φ100 〃 7  

〃 PP φ 50 〃 7  

 

 

設 

 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ両受 φ150  10k 基 1  

〃 SS 弁 φ150  7.5k 〃 3  

〃 SS 弁 φ100  7.5k 〃 1  

〃 SS 弁 φ 75 7.5k 〃 2 
消火栓用１基 

排水用 1 基 

〃 SS 弁（V・S ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃 1  



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 

6 

改 訂 後 現   行 

（様式－2の3） 配 管 材 料 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の4） 主 要 資 材 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の5） 主 要 機 械 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の6） 現 場 組 織 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の7） 安 全 衛 生 管 理 組 織 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の8） 緊 急 時 連 絡 表（例） 

（略） 

 

（様式－2の9） 資格者及び技能講習修了者等名簿（例） 

（略） 

 

（様式－3）   工 事 日 誌 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－3の3） 配 管 材 料 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の4） 主 要 資 材 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の5） 主 要 機 械 一 覧 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の6） 現 場 組 織 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の7） 安 全 衛 生 管 理 組 織 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の8） 緊 急 時 連 絡 表（例） 

（略） 

 

（様式－3の9） 資格者及び技能講習修了者等名簿（例） 

（略） 

 

（様式－4）   工事日誌 

（略） 
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上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 

9 

改 訂 後 現   行 

  
判 定 -

押しボルト(100N・m)

(フランジは全ﾎﾞﾙﾄ)

本数

備 考

継

輪

用

特

押

･

フ

ラ

ン

ジ

P

リ

ン

ク

・

G

リ

ン

ク

爪、押しボルトの確認
(P-Link・G-Link・継輪用特殊押輪)

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

ﾄﾙｸ確認

継
輪

受口端面～

白線の間隔
（Ｌ′）※9

⑦

両挿し口端の
間隔(ｙ1)※9

③

⑦

①

⑤

⑤

③

①

受口端面～

施工管理用突部

の隙間※8

箇所数

抜け出しﾁｪｯｸ(挿し口突部有)※7 -

隙間ゲージ確認

異

形
管

・
継

輪

ストッパの引き抜き

直

管

（
ラ

イ

ナ

）

Ｔ頭ボルト 本数

マーキング（白線）の明示

（異形管挿し口）※6

挿入量目安線(赤線)と受口端面

間距離の確認(異形管挿し口)※5

マーキング（白線）位置の確認※4

ライナ位置の確認（ｄ部）※3

⑤

③

フ

ラ

ン

ジ

直

管

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～白線

間隔（ａ）
(フランジ継手RF-GF

ﾒﾀﾙﾀｯﾁすきまゲージ1mm

厚ﾁｪｯｸ)

①

⑧

⑦

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

直

管
･

ラ
イ

ナ
・

Ｐ

リ
ン

ク

受口面～ゴム輪

間隔（ｂ）※2

全周ﾁｪｯｸ

白線A,Bの明示

挿し口の挿入量の明示

-受口溝（ロックリング）・ストッパの確認

-接着剤使用の有無(ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ)

-滑 剤

-清掃・異物の除去

-挿し口突部の有無※1

略 図

管№および形状

施 工 月 日

GX形継手チェックシート　【直管・ライナ・異形管・継輪・ﾌﾗﾝｼﾞ・Ｐ－Ｌｉｎｋ・Ｇ－Ｌｉｎｋ（φ75～450）共通】

工 事 名 現場代理人 配管作業主任者 配管技士

(様式－4の3) （No. ）

配 管 図 № ・ 測 点 №

呼 び 径 ・ 管 種

4

13

5 7 8

1

3

2

4

5 6

4 5

6

6

10

11 16

15

14

9

12 174

12 174

 

工 事 名 現場代理人 配管作業主任者 配管技士

GX形継手チェックシート　【直管・ライナ・異形管・継輪・ﾌﾗﾝｼﾞ・Ｐ－Ｌｉｎｋ・Ｇ－Ｌｉｎｋ（φ75～400）共通】

(様式－5の3) （No. ）

呼 び 径 ・ 管 種

配 管 図 № ・ 測 点 №

管№および形状

施 工 月 日

略 図

清掃・異物の除去

挿し口突部の有無※1

接着剤使用の有無(ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ)

滑 剤

挿し口の挿入量の明示

受口溝（ロックリング）・ストッパの確認

直

管

･

ラ

イ

ナ

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～ゴム輪

間隔（ｂ）※2

全周ﾁｪｯｸ

白線A,Bの明示

①

③

②

⑤

④

⑦

⑥

フ

ラ

ン

ジ

直

管

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～白線

間隔（ａ）
(フランジ継手RF-GF

ﾒﾀﾙﾀｯﾁすきまゲージ1mm

厚ﾁｪｯｸ)

①

⑧

③

⑦

⑤

マーキング（白線）位置の確認※4

ライナ位置の確認（ｄ部）※3

異

形

管

・

継

輪

ストッパの引き抜き

挿入量目安線(赤線)と受口端面

間距離の確認(異形管挿し口)※5

直

管

Ｔ頭ボルト 本数

抜け出しﾁｪｯｸ(挿し口突部有)※6

受口端面～

施工管理用突部

の隙間※7

箇所数

隙間ゲージ確認

両挿し口端の

間隔(ｙ1)※8

①

③

⑤

⑦

③
受口端面～

白線の間隔

（Ｌ′）※8

①

⑦

⑤

継

輪

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

継

輪

用

特

押

・

フ

ラ

ン

ジ

P

リ

ン

ク

・

G

リ

ン

ク

爪、押しボルトの確認
(P-Link・G-Link・継輪用特殊押輪)

ﾄﾙｸ確認

押しボルト(100N・m)

(フランジは全ﾎﾞﾙﾄ)

本数

備 考

判 定
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判 定 -

備 考

ﾄﾙｸ確認

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

継

輪

用

特

押

・

フ

ラ

ン

ジ

P

リ

ン

ク

・

G

リ

ン

ク

爪、押しボルトの確認
(P-Link・G-Link・継輪用特殊押輪)

押しボルト(100N・m)

(フランジは全ﾎﾞﾙﾄ)

本数

⑤

③

⑦

受口端面～

白線の間隔

（Ｌ′）※9

①

⑦

⑤

継

輪

両挿し口端の

間隔(ｙ1)※9

①

③

隙間ゲージ確認

箇所数

抜け出しﾁｪｯｸ(挿し口突部有)※7

異

形

管

・

継

輪

ストッパの引き抜き

受口端面～

施工管理用突部

の隙間※8

マーキング（白線）の明示

（異形管挿し口）※6

-

Ｔ頭ボルト 本数

挿入量目安線(赤線)と受口端面

間距離の確認(異形管挿し口)※5

マーキング（白線）位置の確認※4直

管

（
ラ

イ

ナ

）

ライナ位置の確認（ｄ部）※3

⑦

⑤

フ

ラ

ン

ジ

直

管

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～白線

間隔（ａ）
(フランジ継手RF-GF

ﾒﾀﾙﾀｯﾁすきまゲージ1mm

厚ﾁｪｯｸ)

①

③

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

②

①

全周ﾁｪｯｸ
直

管

･

ラ

イ

ナ

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～ゴム輪

間隔（ｂ）※2

白線A,Bの明示

挿し口の挿入量の明示

-受口溝（ロックリング）・ストッパの確認

-接着剤使用の有無(ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ)

-滑 剤

-清掃・異物の除去

-挿し口突部の有無※1

略 図

管№および形状

工 事 名 現場代理人 配管作業主任者 配管技士

施 工 月 日

）

GX形継手チェックシート　【直管・ライナ・異形管・継輪・ﾌﾗﾝｼﾞ・Ｐ－Ｌｉｎｋ・Ｇ－Ｌｉｎｋ（φ75～450）共通】

(様式－4の3) （No.

配 管 図 № ・ 測 点 №

呼 び 径 ・ 管 種

54

5

13

挿し口突部の「有」・「無」の区別を記入する。※挿し口突部が「無」の場合には、P-Linkもしくは挿し口リングを使用する。

接合要領書に従って、管を清掃したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、滑剤を塗布したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、受口溝、ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ、ﾛｯｸﾘﾝｸ゙ ﾎﾙﾀﾞ（直管受口の場合）又はﾛｯｸﾘﾝｸﾞ、ｽﾄｯﾊ （゚異形管、継ぎ輪の場合）を確認したら「OK」を記入する。

のみ込み量の実測値(X)を白線で明示したら「OK」を記入する。(P-Link・ﾗｲﾅ付直管受口の場合)

のよう に受口端面からゴム輪までの間隔(b)(mm)を記入する。

全周にわたってb寸法が合格範囲に入っていれば「OK」を記入する。

ﾗｲﾅが受口奥部に当たっていたら「OK」を記入する。

ﾏｰｷﾝｸﾞ(白線)位置が全周にわたり受口端面の位置にあれば「OK」を記入する。

挿入量目安線(赤線)と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下であれば「OK」を記入する。

ｽﾄｯﾊﾟを引き抜いたら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、挿し口が抜け出さないことを確認したら「OK」を記入する。

締め付けたT頭ﾎﾞﾙﾄの本数(本)を記入する。

押輪の施工管理用突部と受口端面の隙間を隙間ゲージで確認した箇所数(箇所)を記入する。

接合要領書に従って、隙間のないことを隙間ゲージで確認したら「OK」を記入する。

両挿し口の間隔(y1)(mm)を記入する。(せめ配管の場合)

挿し口白線Bと受口端面の間隔(L')(mm)を記入する。(順次配管の場合)

接合要領書に従って、爪および押しﾎﾞﾙﾄを確認したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、ｺﾞﾑ輪、押輪またはG-Linkを確認したら「OK」を記入する。

締め付けたﾎﾞﾙﾄの本数(本)を記入する。

ﾎﾞﾙﾄを既定のﾄﾙｸで締め付ければ「OK」を記入する。

全てのチェック項目を満足していれば「OK」を記入する。

白線A,Bを明示したら「OK」を記入する。(切管挿し口に接合する場合)

ｶﾞｽｹｯﾄの仮止めに接着剤を使用したら「有」、使用しなければ「無」を記入する。

のよう に受口端面から白線Bまでの間隔(a)(mm)を記入する。または、 のよう に受口端面からP-

Link直部受口端までの間隔(a)(mm)を記入する。

ﾌﾗﾝｼﾞ継手RF-GFの場合、ﾌﾗﾝｼﾞ面間のすきまに1mm厚の すきまゲージが入らなければ「OK」を記入

する。

挿し口外周に受口端面位置の白線を明示したら「OK」を記入する。

※明示する場合

P-Link・直(ラ)(受) - 直管(挿)

異形管(受) - 直管・異形管(挿)
※明示しない場合

直(ラ)(受) - 異形管(挿)
直管(受) - P-Link(挿)

※直管（ライナ） - 直管

※直管（ライナ） - 異形管

4 5 7 8

1

3

2

4

6

6

6

10

9

15

14

12 174

12 174

11 16

1 3

2 4

54※直管（ライナ） - 異形管

 

工 事 名 現場代理人 配管作業主任者 配管技士

(様式－5の3) （No. ）

GX形継手チェックシート　【直管・ライナ・異形管・継輪・ﾌﾗﾝｼﾞ・Ｐ－Ｌｉｎｋ・Ｇ－Ｌｉｎｋ（φ75～400）共通】

配 管 図 № ・ 測 点 №

呼 び 径 ・ 管 種

施 工 月 日

管№および形状

挿し口突部の有無※1

略 図

滑 剤

清掃・異物の除去

受口溝（ロックリング）・ストッパの確認

接着剤使用の有無(ﾌﾗﾝｼﾞｶﾞｽｹｯﾄ)

白線A,Bの明示

挿し口の挿入量の明示

直
管

･

ラ
イ

ナ

・
Ｐ

リ

ン
ク

受口面～ゴム輪
間隔（ｂ）※2

全周ﾁｪｯｸ

①

②

④

③

⑥

⑤

⑧

⑦

①
フ

ラ

ン

ジ

直

管

・

Ｐ

リ

ン

ク

受口面～白線
間隔（ａ）

(フランジ継手RF-GF

ﾒﾀﾙﾀｯﾁすきまゲージ1mm

厚ﾁｪｯｸ)

⑤

③

直

管

ライナ位置の確認（ｄ部）※3

⑦

挿入量目安線(赤線)と受口端面

間距離の確認(異形管挿し口)※5

マーキング（白線）位置の確認※4

異
形

管

・
継

輪

ストッパの引き抜き

抜け出しﾁｪｯｸ(挿し口突部有)※6

受口端面～

施工管理用突部

の隙間※7

箇所数

Ｔ頭ボルト 本数

受口端面～
白線の間隔

（Ｌ′）※8

隙間ゲージ確認

①

継

輪

両挿し口端の

間隔(ｙ1)※8

③

⑤

①

⑦

⑦

⑤

③

継

輪

用

特

押

・

フ

ラ

ン

ジ

P

リ

ン

ク

・

G

リ

ン

ク

爪、押しボルトの確認
(P-Link・G-Link・継輪用特殊押輪)

ゴム輪、押輪またはG-Linkの確認

押しボルト(100N・m)

(フランジは全ﾎﾞﾙﾄ)

本数

備 考

判 定

ﾄﾙｸ確認

挿し口突部の「有」・「無」の区別を記入する。※挿し口突部が「無」の場合には、P-Linkもしくは挿し口リングを使用する。

接合要領書に従って、管を清掃したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、滑剤を塗布したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、受口溝、ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ、ﾛｯｸﾘﾝｸﾞﾎﾙﾀﾞおよびｽﾄｯﾊﾟを確認したら「OK」を記入する。

のみ込み量の実測値(X)を白線で明示したら「OK」を記入する。(P-Link・ﾗｲﾅ付直管受口の場合)

受口端面からゴム輪までの間隔(b)(mm)を記入する。

全周にわたってb寸法が合格範囲に入っていれば「OK」を記入する。

ﾗｲﾅが受口奥部に当たっていたら「OK」を記入する。

ﾏｰｷﾝｸﾞ(白線)位置が全周にわたり受口端面の位置にあれば「OK」を記入する。

挿入量目安線(赤線)と受口端面間距離が全周にわたり10mm以下であれば「OK」を記入する。

ｽﾄｯﾊﾟを引き抜いたら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、挿し口が抜け出さないことを確認したら「OK」を記入する。

締め付けたT頭ﾎﾞﾙﾄの本数(本)を記入する。

押輪の施工管理用突部と受口端面の隙間を隙間ゲージで確認した箇所数(箇所)を記入する。

接合要領書に従って、隙間のないことを隙間ゲージで確認したら「OK」を記入する。

両挿し口の間隔(y1)(mm)を記入する。(せめ配管の場合)

挿し口白線Bと受口端面の間隔(L')(mm)を記入する。(順次配管の 場合)

接合要領書に従って、爪および押しﾎﾞﾙﾄを確認したら「OK」を記入する。

接合要領書に従って、ｺﾞﾑ輪、押輪またはG-Linkを確認したら「OK」を記入する。

締め付けたﾎﾞﾙﾄの本数(本)を記入する。

ﾎﾞﾙﾄを既定のﾄﾙｸで締め付ければ「OK」を記入する。

全てのチェック項目を満足していれば「OK」を記入する。

白線A,Bを明示したら「OK」を記入する。(切管挿し口に接合する場合)

ｶﾞｽｹｯﾄの仮止めに接着剤を使用したら「有」、使用しなければ「無」を記入する。

受口端面から白線Bまでの間隔(a)(mm)を記入する。または、受口端面からP-Lin k直部受口端ま での

間隔(a)(mm)を記入する。

ﾌﾗﾝｼﾞ継手RF-GFの場合、ﾌﾗﾝｼﾞ面間のすきまに1mm厚の すきまゲージが入らなければ「OK」を記入

する。



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 

11 

改 訂 後 現   行 

（様式－4の4） ＮＳ形直管チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

（様式－4の5） ＮＳ形直管(ライナ使用)・異形管チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

（様式－4の6） ＮＳ形継ぎ輪チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－5の4） ＮＳ形直管チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

（様式－5の5） ＮＳ形直管(ライナ使用)・異形管チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

（様式－5の6） ＮＳ形継ぎ輪チェックシート(φ500～φ1000) 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

（様式－5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承   諾   願 
契 約 

番 号 
第     号 

 

（元号） 年  月  日 

 

 

青森市公営企業管理者企業局長 様 

 

住 所 

受注者 

氏 名          印 

 

 

 

 （元号） 年  月  日に契約しました『○○地区配水管布設工事』 

 

 の下記事項についてご承諾願います。 

 

 

 

 

記 

 

 

 

施工計画書 

 

 承諾 （元号） 年  月  日 

 

印 

訂 

 

正 

 

有 ・ 無 

  

 

課 長 副参事 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 主任監督員 監督員 

   

 

 

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(様式－6) 

 

工 事 に 関 す る 協 議 書 

契 約 

番 号 
第      号 

 

              （元号） 年  月  日 

工事名  受注者  

工 期 （元号） 年  月  日  ～  （元号） 年  月  日 

協 

 

 

 

議 

 

 

 

事 

 

 

 

項 

 

摘 

 

 

要 

 

上 記 事 項 に つ い て 協 議 し ま す。 

代表者  現場代理人  主任技術者  

 

課 長  副参事  
ﾁｰﾑ 

ﾘｰﾀﾞｰ 
 

主任 

監督員 
 監督員  

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(様式－7) 

 

工 事 に 関 す る 承 諾 書 

契 約 

番 号 
第     号 

 

               （元号） 年  月  日 

工事名  受注者  

工 期 （元号） 年  月  日  ～  （元号） 年  月  日 

承 

 

 

 

 

諾 

 

 

 

 

事 

 

 

 

 

項 

 

上 記 事 項 に つ い て 承 諾 願 い ま す。 

代表者  現場代理人  主任技術者  

上 記 事 項 に つ い て 承 諾 し ま し た。 

課 長  副参事  
ﾁｰﾑ 

ﾘｰﾀﾞｰ 
 

主任 

監督員 
 監督員  

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

 

 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－6） 事故報告書 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式－9） 事故報告書 

（略） 

(様式－8) 

 

工 事 に 関 す る 指 示 書 

契 約 

番 号 
第    号 

 

               （元号） 年  月  日 

工事名  受注者  

工 期 （元号） 年  月  日  ～  （元号） 年  月  日 

指 

 

 

 

 

示 

 

 

 

 

事 

 

 

 

 

項 

 

上 記 事 項 に つ い て 指 示 し ま す。 

課 長  副参事  
ﾁｰﾑ 

ﾘｰﾀﾞｰ 
 

主任 

監督員 
 監督員  

上 記 事 項 に つ い て 承 諾 し ま し た。 

代表者  現場代理人  主任技術者  



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

（様式－7の1） 

 

（様式－10の1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 来 形 管 理 図 表 契 約 

番 号 
 

（元号） 年  月  日 

 

 

青森市公営企業管理者企業局長 様 
 

住 所 

受注者 

氏 名          印 

 

 

（元号） 年  月  日に契約しました『○○地区配水管更新工事』の 

下記事項について出来形管理図表を提出します。 

 

 

 

記 

 

 

 

1 工事数量表 

2 平面図・配管立体図 

3 オフセット図 

4 掘削土工・土被り管理図表 

（削除） 

5 埋戻工・路盤工・仮復旧工管理図表 

6 路盤検査結果表 

7 舗装工管理図表 

8 オーバーレイ工管理図表 

9 切取供試体厚さ測定管理図表 

 

 

 

 

 

 

 

課 長 副参事 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 主任監督員 監督員 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 来 形 管 理 図 表 契 約 

番 号 
第    号 

（元号） 年  月  日 

 

 

青森市公営企業管理者企業局長 様 
 

住 所 

受注者 

氏 名          印 

 

 

（元号） 年  月  日に契約しました『○○地区配水管布設工事』の 

下記事項について   管理図表を提出します。 

 

 

 

記 

 

 

 

１．工事数量表 

２．平面図・配管立体図 

３．オフセット図 

４．掘削土工・土被り管理図表 

５．基礎砕石工管理図表 

６．埋戻工・路盤工・仮復旧工管理図表 

７．路盤検査結果表 

８．舗装工管理図表 

９．オーバーレイ工管理図表 

10．切取供試体厚さ測定管理図表 

 

 

 

 

 

 

 

課 長 副参事 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 主任監督員 監督員 

   
 

 

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 
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改 訂 後 現   行 

（様式-7の2） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式-10の2） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 工 事 数 量 表（例）       主任技術者          印 

現場代理人          印 

                          測 定 者          印 

 

 

 

工  種 管種・口径 単位 設計値 実測値 差 検査値 摘  要 

布 

 

設 

配水管 DGXE   φ150 ｍ 240.0 240.5 +0.5   

〃 DKE   φ150 〃 5.0 5.3 +0.3   

〃 DGXE   φ100 〃 7.0 7.3 +0.3   

〃 PP φ 50 〃 7.0 7.3 +0.3   

設 

 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ両受 φ150  10k 基 1 1 0   

〃 SS 弁 φ150 7.5k 〃 3 3 0   

〃 SS 弁 φ100  7.5k 〃 1 1 0   

〃 SS 弁 φ 75  7.5k 〃 2 2 0  
消火栓用 1基 

排水用 1 基 

〃 SS 弁（V・S ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃 1 1 0   

 

設計値―黒書 

実測値―朱書 

※布設延長の実測値は小数点以下第 2 位を四捨五入すること。それ以外は整数止めとする。 

1．工 事 数 量 表（例）       主任技術者          印 

現場代理人          印 

                          測 定 者          印 

 

 

 

 

 

 

 

工  種 管種・口径 単位 設計値 実測値 差 検査値 摘  要 

布 

 

設 

配水管 DGXE-S φ150 ｍ 240.0 240.5 +0.5   

〃 DKE-3 φ150 〃 5.0 5.3 +0.3   

〃 DGXE-S φ100 〃 7.0 7.3 +0.3   

〃 PP φ 50 〃 7.0 7.3 +0.3   

設 

 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ両受 φ150  10k 基 1 1 0   

〃 SS 弁 φ150 7.5k 〃 3 3 0   

〃 SS 弁 φ100  7.5k 〃 1 1 0   

〃 SS 弁 φ 75  7.5k 〃 2 2 0  
消火栓用 1基 

排水用 1基 

〃 SS 弁（V・S ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃 1 1 0   

 

設計値―黒書 

実測値―朱書 

※布設延長の実測値は小数点以下第 2 を四捨五入すること。それ以外は整数止めとする。 
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（様式-7の5）   4 掘削土工・土被り管理図表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の6-1） 5 埋戻工・路盤工・仮復旧工 管理図表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の6-2） 5 埋戻工・路盤工・仮復旧工 管理図表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の7-1） 6 路 盤 検 査 結 果 表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の7-2） 6 路 盤 検 査 結 果 表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の8）  7 舗 装 工 管 理 図 表（例） 

         （略） 

 

（様式-7の9）  8 オーバーレイ工管理図表（例） 

（略） 

 

（様式-7の10）  8 オーバーレイ工管理図表（例） 

         （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式-10の5）  4.掘削土工・土被り管理図表（例） 

         （略） 

 

（様式-10の6-1） 6.埋戻工・路盤工・仮復旧工 管理図表（例） 

（略） 

 

（様式-10の6-2） 6.埋戻工・路盤工・仮復旧工 管理図表（例） 

（略） 

 

（様式-10の7-1） 7.路 盤 検 査 結 果 表（例） 

（略） 

 

（様式-10の7-2） 7.路 盤 検 査 結 果 表（例） 

（略） 

 

（様式-10の8）  8.舗 装 工 管 理 図 表（例） 

（略） 

 

（様式-10の9）  9.オーバーレイ工管理図表（例） 

（略） 

 

（様式-10の10）  9.オーバーレイ工管理図表（例） 

（略） 
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（様式-7の11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式-10の11） 
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（様式-8） 工事写真帳 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式-11） 工事写真帳 
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配管工事施工管理基準 

 

1～4 （略） 

 

5 施工管理項目及び方法 

(1) （略） 

 (2) 出来形管理 

受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、

設計値と実測値を対比して記録した出来形管理図表を作成し、管理するものとする。 

(3) （略） 

 

6～7 （略） 

 

※本仕様書で規定していない許容値及び基準については、青森県県土整備部「土木工事施

工管理基準及び規格値」及び日本水道協会水道工事標準仕様書【土木工事編】に準ずる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管工事施工管理基準 

 

1～4 （略） 

 

5 施工管理項目及び方法 

(1) （略） 

 (2) 出来形管理 

受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、

設計値と実測値を対比して記録した出来形管理図表 作成し、管理するものとする。 

(3) （略） 

 

6～7 （略） 

 

※本仕様書で規定していない許容値及び基準については、青森県 土整備部「土木工事施

工管理基準     」及び日本水道協会水道工事標準仕様書【土木工事編】に準ずる。 
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資料－２ 

保安施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２ 

保安施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 工事名表示板 

 

【標準型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① ゴシック表示とする。 

② 色彩は青色文字、黒色文字、白色文字、青線、黒線、地を白色とする。 

③ 「何の目的」で工事を実施しているかをわかりやすく表示する。（表示例参照）

④ 契約工期の工事終了日のみを表示し、大きな文字で強調する。 

⑤ （  ）は夜間作業を伴う場合のみ表示する。 

⑥ 施工区間は 10ｍ単位で表示する。 

⑦ 請負額を四捨五入し万単位で表示する。 

⑧ 外枠の余白は 2cm、枠線の太さは 1cm とする。 

⑨ 工事名標示板については、施工計画書に記載し監督員の承諾を得ること。 

１ 工事名表示板 

 

【標準型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注意事項】 

① ゴシック表示とする。 

② 色彩は青色文字、黒色文字、白色文字、青線、黒線、地を白色とする。 

③ 「何の目的」で工事を実施しているかをわかりやすく表示する。（表示例参照）

④ 契約工期の工事終了日のみを表示し、大きな文字で強調する。 

⑤ （  ）は夜間作業を伴う場合のみ表示する。 

⑥ 施工区間は 10ｍ単位で表示する。 

⑦ 請負額を四捨五入し万単位で表示する。 

⑧ 外枠の余白は 2cm、枠線の太さは 1cm とする。 

⑨ 工事名標示板については、施工計画書に記載し監督員の承諾を得ること。 
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【狭隘型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表示例】 

① 水道管を更新しています 

② 水道管を移設しています 

③ 水道管を新しく布設しています 

④ その他の表示については監督員と協議すること 

 

 

２ 占用許可表示 

  占用許可の表示については、地上施設物及び地下埋設物占用者の様式に従い作成する

こと。また、工事関係者及び公衆の見やすい場所に設置する掲示板に掲示すること。 

 

３ その他の保安施設 

  その他の保安施設については、「青森県県土整備部共通仕様書（土木工事参考資料）」

を準拠すること。 

【狭隘型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【表示例】 

① 水道管を更新しています 

② 水道管を移設しています 

③ 水道管を新しく布設しています 

④ その他の表示については監督員と協議すること 

 

 

２ 占用許可表示 

  占用許可の表示については、地上施設物及び地下埋設物占用者の様式に従い作成する

こと。また、工事関係者及び公衆の見やすい場所に設置する掲示板に掲示すること。 

 

３ その他の保安施設 

  その他の保安施設については、「青森県県土整備部共通仕様書（土木工事参考資料）」

を準拠すること。 
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資料－３ 

標準図集 

 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－３ 

標準図集 

 

（略） 
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資料－４ 

記載例集 

 

１ 施工計画書記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－４ 

記載例集 

 

１ 施工計画書記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(様式－2)           (配管工事の記載例) 

 

 

 

 

 

 

承    諾    願 
契 約 

番 号 
第 KK-〇〇 号 

 

令和  年  月  日 

 

 

青森市公営企業管理者企業局長 様 

 

住  所  青森市○○一丁目○番○号 

受 注 者  株式会社〇〇〇設備工業 

氏  名  代表取締役 ○○ ○○ 印 

 

 

 

令和○年○月○日に契約しました『○○○一丁目（○〇〇小東側）地区配水管 

 

更新工事その１』の下記事項についてご承諾願います。 

 

 

 

 

記 

 

 

 

施工計画書 

 

 承諾  令和  年  月  日 

 

印 

訂 

 

正 

 

有 ・ 無 

 

 

課 長 副参事 ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 主任監督員 監督員 
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令和  年度 

    KK-〇〇 

○○○一丁目（○〇〇小東側）地区配水管更新工事その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 計 画 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任技術者：〇〇 〇〇  印 

現場代理人：〇〇 〇〇  印 

 

 

 

 

 

令和  年度 

 〇〇〇-KK-〇〇 

○○○一丁目（○〇〇小東側）地区配水管更新工事その１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 計 画 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（削除）           

（削除）           
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(様式－2の 2) 

１ 工 事 概 要 

 

 

(1) 工事概要 

工 事 名 〇〇〇一丁目（〇〇〇小東側）地区配水管更新工事その１ 

工 事 場 所 青森市〇〇〇一丁目 地内 

工    期 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

請 負 金 額 \33,000,000 （うち消費税 \3,000,000） 

発 注 者 青森市公営企業管理者企業局長 

受 注 者 
株式会社〇〇〇設備工業  TEL 017-111-1111 

現場代理人  〇〇 〇〇 

 

 

(2) 主要工事内容 

工  種 形状・寸法 単位 数量 摘要 

布 
 

設 

配水管 DGXE   φ100 m 300  

〃 DKE    φ100 〃   5  

〃 PP φ 50 〃 380 
 

      

設 
 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ受挿 φ100 10k 基   1  

〃 SS 弁 φ100 7.5k 〃   1  

〃 SS 弁（VS ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃   5 排水用 1基 

       

(様式－3の 2) 

１．工 事 概 要 

 

 

(1) 工事概要 

工 事 名 〇〇〇一丁目（〇〇〇小東側）地区配水管更新工事その１ 

工 事 場 所 青森市〇〇〇一丁目 地内 

工    期 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

請 負 金 額 \33,000,000 （うち消費税 \3,000,000） 

発 注 者 青森市公営企業管理者企業局長 

受 注 者 
株式会社〇〇〇設備工業  TEL 017-111-1111 

現場代理人  〇〇 〇〇 

 

 

(2) 主要工事内容 

工  種 形状・寸法 単位 数量 摘要 

布 
 

設 

配水管 DGXE-S φ100 m 300  

〃 DKE -3 φ100 〃   5  

〃 PP φ 50 〃 380 
 

      

設 
 

置 

仕切弁 GX 形ｿﾌﾄ受挿 φ100 10k 基   1  

〃 SS 弁 φ100 7.5k 〃   1  

〃 SS 弁（VS ｿﾌﾄ） φ 50 7.5k 〃   5 排水用 1基 
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２ 案内図及び全体計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．案内図及び全体計画図 
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３ 実施工程表 

 

 

 

３．実施工程表 
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４ 施工方法 

 

本工事の施工にあたっては、青森市企業局水道部「上水道配管工事標準仕様書」に準拠

し、施工いたします。 

 

(1) 準備工 

(2) 掘削工 

(3) 土留工 

(4) 残土処理工 

(5) 管布設工 

(6) 埋戻工・路盤工・仮復旧工 

(7) 舗装工 

(8) 写真管理 

 

(1) 準備工 

① （略） 

② 着工前写真 

比較となるよう、試掘調査前にNo.点にポールを立てずに、       同一視

点から着工前の全景を入れ全路線を撮影します。その際、全景が見えづらい時には

スパンを短くして撮影します。 

③ 現場付近居住者への説明等 

施工前に監督員と協議のうえ、現場（資材置場等含む）付近居住者に対して工事

内容についての具体的な説明と広報紙の配付を行い、工事について十分協力が得ら

れるように努めます。特に、給水管連絡工又は給水管取替工を施工する対象者に対

しては、給水管の切替や車の出入り等の詳細な説明を個別に行います。 

工事の施工上やむを得ず通行止めにするときは、現場付近居住者に対して具体的

な広報と説明を行い、必要に応じて、迂回看板等の設置をします。 

工事の準備及び施工に際し、許可なく現場（資材置場等含む）付近居住者の敷地

内及び公道に駐車したり、工事用機械器具及び材料等を置きません。 

④～⑤ （略） 

 

(2) 掘削工 

①～⑥ （略） 

４．施工方法 

 

本工事の施工にあたっては、青森市企業局水道部「上水道配管工事標準仕様書」に準拠

し、施工いたします。 

 

 1) 準備工 

 2) 掘削工 

 3) 土留工 

 4) 残土処理工 

 5) 配管工 

 6) 埋戻工・路盤工・仮復旧工 

 7) 舗装工 

 8) 写真管理 

 

 1) 準備工 

① （略） 

② 着工前写真 

比較となるよう、№点にポールを立て埋設位置を示し、付近の風景をいれて同一視

点から着工前の    全路線を撮影します。その際、ポールが見えづらい時にはス

パンを短くして撮影します。 

③ 現場付近居住者への説明等 

施工前に監督員と協議のうえ、現場         付近居住者に対して工事

内容についての具体的な説明と広報紙の配付を行い、工事について十分協力が得ら

れるように努めます。特に、給水管連絡工        を施工する対象者に対

しては、給水管の切替や車の出入り等の詳細な説明を   行います。 

（新設） 

 

（新設） 

 

④～⑤ （略） 

 

 2) 掘削工 

①～⑥ （略） 
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(3) 土留工 

①～⑦ （略） 

 

(4) 残土処理工 

①～③ （略） 

 

(5) 管布設工 

 

(5)-1 配管技士   

① 配管技士は、自社が恒常的に雇用する者（3ヵ月以上雇用する者）を配置します。 

② 配管技士は、公益社団法人日本水道協会の配水管技能登録者（※耐震継手）を配置し

ます。 

（注）必要資格は工事内容によって異なる。（一般継手、耐震継手、大口径） 

③ 配管作業中は、配管技士であることを識別できるものを着用します。 

（削除） 

（削除） 

 

 

（削除） 

（削除） 

 

 

(5)-2 管の据付け 

①～② （略） 

③ ダクタイル鋳鉄管の布設は、原則として低所から高所に受口を上に向け配管します。

また、角度調整が必要なときは、管種ごとに定められている許容曲げ角度や最小曲げ

半径を遵守し、無理な曲げ配管をしません。 

④ 管の据付けに当たっては、管内部を十分清掃し、水平器、型板、水糸等を使用し、中

心線及び高低を確定する。また、ダクタイル鋳鉄管についてはメーカーマークの中心

部を上に向けて据え付けます。 

⑤ 管と既設地下埋設物との離れは、30㎝以上を保つようにします。ただし、所定の間隔

が保持できないときは、速やかに監督員に報告し、その指示に従います。 

 

 3) 土留工 

①～⑦ （略） 

 

 4) 残土処理工 

①～③ （略） 

 

 5) 配管工  

 

 5)-1 管の据え付け 

（新設） 

（新設） 

 

 

（新設） 

① 管の据付けに先立ち、管体を点検し亀裂その他の欠陥のないことを確認します。 

② 管の据付けに当たっては、管内部を十分清掃し、水平器、型板、水糸等を使用し、中

心線及び高低を確定するとともに、管のメーカーマークの中心部を上に向けて据え付

けます。 

③ 掘削溝内に排水設備を設け、管内に土砂、汚水等が流入しないようにします。 

④ 配管作業は、自社で恒常的に雇用している配管技士を配置し、配管作業中は、配管技

士であることを識別できるものを着用します。 

 

5)-4 管の据付け 

①～② （略） 

③        管の布設は、原則として低所から高所に受口を上に向け配管します。

また、角度調整が必要なときは、管種ごとに定められている許容曲げ角度や最小曲げ

半径を遵守し、無理な曲げ配管をしません。 

④ 管の据付けに当たっては、管内部を十分清掃し、水平器、型板、水糸等を使用し、中

心線及び高低を確定するとともに、      管の    メーカーマークの中心

部を上に向けて据え付けます。 

⑤ 管と既設地下埋設物との離れは、30㎝以上を保つようにします。ただし、所定の間隔

が保持できないときは、監督員の指示に従い、必要な措置を講じ ます。 
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⑥～⑨ （略） 

 

(5)-3 管の切断 

① （略） 

② 鋳鉄管の切管の有効長最小長さは、概ね1mとし、管種・口径毎に参考として定められ

ている有効長の最小長さを下回らないようにし、原則10㎝単位で切断を行い、せめ配

管等1cm単位で切断しなければならない場合は、完成図面の表示は1cm単位で表示し

ます。ただし、それが困難な場合は監督員と協議のうえ施工します。 

③～⑤ （略） 

 

(5)-4 管の接合 

①～③ （略） 

④ フランジ継手の接合方法については、一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会｢フラ

ンジ形ダクタイル鉄管接合要領書｣の最新版に準拠し、下記のとおり管理します。 

  (1) フランジ継手（RF-RF）の場合 

 

  (2) フランジ継手（RF-GFメタルタッチ）の場合 

接合状態の確認は、すきまゲージにて円周４ヶ所測定し、1mm 厚のすきまゲージ

が入らないことを確認し、チェックシートへ記入します。 

 

(5)-5 仕切弁設置工 

①～④ （略） 

⑤ 埋設深が深い仕切弁や割Ｔ字管に付属する仕切弁、Ｖ－ＫＩＮＧソフト仕切弁を設置

した場合は、鞘管を用いて配水管を防護します。 

⑥ 弁筐蓋の裏に仕切弁の回転数、口径、さらに、消火栓用仕切弁には○H 、排水用仕切弁

には○D の刻印を表示した銘板を取り付けます。 

⑦～⑧ （略） 

⑥～⑨ （略） 

 

 5)-3 管の切断 

① （略） 

② 鋳鉄管の切管の有効長最小長さは、概ね1mとし、管種・口径毎に参考として定められ

ている有効長の最小長さを下回らないようにします               

                                         

      。ただし、それが困難な場合は監督員と協議のうえ施工します。 

③～⑤ （略） 

 

 5)-2 管の接合 

①～③ （略） 

④ フランジ継手の接合方法については、一般社団法人 日本ダクタイル鉄管協会｢フラ

ンジ形ダクタイル鉄管接合要領書｣の最新版に準拠し、下記のとおり管理します。 

   1) フランジ継手（RF-RF）の場合 

 

   2) フランジ継手（RF-GFメタルタッチ）の場合 

接合状態の確認は、すきまゲージにて円周４ヶ所測定し、1mm 厚のすきまゲージ

が入らないことを確認し、チェックシートへ記入します。 

 

 5)-5 仕切弁設置工 

①～④ （略） 

⑤ 埋設深が深い仕切弁や割Ｔ字 に付属する仕切弁、Ｖ－ＫＩＮＧソフト仕切弁を設置

した場合は、鞘管を用いて配水管を防護します。 

⑥ 弁筐蓋の裏に仕切弁の回転数、口径等                      

      を表示した銘板を取り付けます。 

⑦～⑧ （略） 

標準締付けトルク 

呼び径 ﾎﾞﾙﾄの呼び 標準締め付けﾄﾙｸ(N･m) 使用区分 

50～200 M16  60 〇 

250・300 M20  90  

350・400 M22 120  

450～600 M24 180  

 

標準締付けトルク 

呼び径 ﾎﾞﾙﾄの呼び 標準締め付けﾄﾙｸ(N･m) 使用区分 

50～200 M16  60 〇 

250・300 M20  90  

350・400 M22 120  

450～600 M24 180  
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(5)-6 給水管連絡工 

① （略） 

② 分岐位置は、他の給水装置や配水管の受 口から30㎝以上離し、給水接続箇所からな

るべく離さないよう水平距離で50㎝以内にし、50㎝を超える場合は監督員に連絡し

指示を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 接続する給水管が家屋の間口以外から分岐している場合は、宅地内止水栓や給水接続

箇所から最短距離となるように分岐位置を変更し、分岐位置については監督員に連絡

し指示を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④～⑦ （略） 

⑧ 給水管を切替えるときは、原則、取水位置より遠い給水管から切替えるものとし、定

期的に残留塩素濃度を確認しながら作業します。 

⑨ 配水管のポリエチレンスリーブ又は浸透防止スリーブを切断した場合には、分止水栓

用防食フィルムと重ね合うように被覆し直し確実に密着させます。 

 

 

 5)-6 給水管連絡工 

① （略） 

② 分岐位置は、他の給水装置や配水管の受け口から30㎝以上離し、給水接続箇所からな

るべく離さないよう     50 ㎝以内にし、50 ㎝を超える場合は監督員に連絡し

指示を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 接続する給水管が家屋の間口以外から分岐している場合は、宅地内止水栓や給水接続

箇所から最短距離となるように分岐位置を変更し、分岐位置については監督員に連絡

し指示を受けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④～⑦ （略） 

（新設） 

 

（新設） 
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(5)-7 既設管との連絡 

①～⑦ （略） 

 

(5)-8 不断水連絡工 

①～④ （略） 

 

(5)-9 管凍結工 

①～② （略） 

③ フランジＴ字管のフランジ側を凍結する場合は、既存のボルト・ナットが焼き付けを

起こし操作できなくなる恐れがあるため、凍結作業をする前に既存のボルト・ナット

をはずして継手部分を清掃した後、  焼き付け防止措置がついたステンレス製のボ

ルト・ナットに交換します。 

④ 凍結時間は、φ75mm 25 分、φ100mm 30 分、φ150mm 45 分を一定の目安とし、天

候や気温などで変化するため監督員と協議のうえ決定します。 

⑤ （略） 

 

(5)-10 エアバック式止水工 

 

 

 5)-7 既設管との連絡 

①～⑦ （略） 

 

 5)-8 不断水連絡工 

①～④ （略） 

 

 5)-9 管凍結工 

①～② （略） 

③ フランジＴ字管のフランジ側を凍結する場合は、凍結作業をする前に既存のボルト・

ナットをはずして清掃した後、さらに、既存のボルト・ナットが焼き付けを起こし操

作できなくなる恐れがあるため、事前に焼き付け防止措置がついたステンレス製のボ

ルト・ナットに交換します。 

④ 凍結時間は、φ75mm 25 分、φ100mm 30 分、φ150mm 45 分を一定の目安とし、天

候や気温などで変化するため監督員と協議の上、決定します。 

⑤ （略） 

 

 5)-10 エアバック式止水工 

 

 

① エアバッグを管内に挿入する前に、挿入機とエアバッグを組み立て、空気圧(0.1MPa)を加えて

3 分以上保持し、空気の漏れがないことを確認のうえ使用します。 

② エアバッグの空気圧は原則として、管内水圧に 0.20Mpa をプラスした値で実施しますが、加圧

に際しては監督員の指示に従います。 

③ 管内水圧測定用の圧力計がゼロ付近を示したり、下端にあった挿入機のスライドバーが上昇し

た場合は、バッグが水流方向と逆に入っている可能性が大きいので、監督員と協議のうえ調整

し直します。 

④ 施工中は、止水状況に異常がないことを管内水圧、エアバッグの空気圧等により、常時監視し

ます。なお、異常がある場合、監督員に報告し、その指示に従います。 

⑤ サドル付分水栓等で止水の確認をしてから管の切断、接続を行い、エアバッグを撤去する場合

は、ウォーターハンマーが発生しないようにゆっくり空気を開放します。 

⑥ 止水確認用のサドル付分水栓は呼び径φ75・100 の分岐径はφ20、呼び径φ150 の分岐径はφ

25 を目安とします。 

⑦ 管切断位置は、ストッパーサドルの中心から呼び径φ75・100 は 60 ㎝、呼び径φ150 は 80 ㎝

を離すようにします。 

（注）使用しない項目については、斜線を引くこと。 

① エアバッグを管内に挿入する前に、挿入機とエアバッグを組み立て、空気圧(0.1MPa)を加えて

3 分以上保持し、空気の漏れがないことを確認のうえ使用します。 

② エアバッグの空気圧は原則として、管内水圧に 0.15MPa をプラスした値で実施しますが、加圧

に際しては監督員の指示に従います。 

③ 管内水圧測定用の圧力計がゼロ付近を示したり、下端にあった挿入機のスライドバーが上昇し

た場合は、バッグが水流方向と逆に入っている可能性が大きいので、監督員と協議のうえ調整

し直します。 

④ 施工中は、止水状況に異常がないことを管内水圧、エアバッグの空気圧等により、常時監視し

ます。なお、異常がある場合、監督員に報告し、その指示に従います。 

⑤ サドル付分水栓等で止水の確認をしてから管の切断、接続を行い、エアバッグを撤去する場合

は、ウォーターハンマーが発生しないようにゆっくり空気を開放します。 

（新設） 

 

（新設） 

 

（注）使用しない項目については、斜線を引くこと。 
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(6) 埋戻工・路盤工・仮復旧工 

①～⑮ （略） 

 

(7) 舗装工 

①～⑪ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6) 埋戻工・路盤工・仮復旧工 

①～⑮ （略） 

 

 7) 舗装工 

①～⑪ （略） 
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 (8) 写真管理 

本工事の写真管理は、下記のとおり行います。 

① 撮影内容と内容 

  撮影箇所と内容は、次表に示すとおりとします。 

 

表 

 

工  種 名  称 撮影箇所及び内容 頻 度 

着工前 

完 成 

 比較となるよう、           

       同一視点から着工前と完

成の全景を入れ全路線を撮影する。 

【着工前】 

試掘調査前に№点にポールを立てずに撮

影する。 

【完成】 

№点にポールを立て埋設位置を示し撮影

する。 

№毎 

材料検査 配管材料  各材料 

路盤用砂  

砕石 

配管材料保管状

況 

配管材料の保管状況をどの材料が保管さ

れているかわかるように一部材料を見せ

て撮影する。 

掘削工 舗装版切断状況 舗装版切断状況を撮影する。安全管理の

状況などを含めた作業体制、かつ、位置

がわかるように背景もいれて撮影する。 

管理№

毎 

舗装版破砕状況 舗装版破砕状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制、かつ、位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

舗装版積込状況 舗装版積込状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制、かつ、位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

 

8) 写真管理 

本工事の写真管理は、下記のとおり行います。 

(1) 撮影内容と内容 

  撮影箇所と内容は、次表に示すとおりとします。 

 

表 

 

工  種 名  称 撮影箇所及び内容 頻 度 

着工前 

完 成 

 比較となるよう、№点にポールを立て埋

設位置を示し、同一視点から着工前と完

成の     全路線を撮影する。 

（新設） 

 

 

 

 

 

№毎 

材料検査 配管材料  各材料 

路盤用砂  

砕石 

配管材料保管状

況 

配管材料の保管状況を             

                   

 撮影する。 

掘削工 舗装版切断状況 舗装版切断状況を撮影する。安全管理の

状況などを含めた作業体制全体がわかる

ように         撮影する。 

管理№

毎 

舗装版破砕状況 舗装版破砕状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制全体がわかるように  

        撮影する。 

舗装版積込状況 舗装版積込状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制全体がわかるように  

        撮影する。 
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掘削工 バックホウ掘削

状況 

バックホウ掘削状況を、安全管理の状況

などを含めた作業体制、かつ、位置がわ

かるように背景もいれて撮影する。 

管理№

毎 

掘削残土積込状

況 

掘削残土積込状況を、安全管理の状況な

どを含めた作業体制、かつ、位置がわか

るように背景もいれて撮影する。 

人力床堀状況 人力床堀状況を、安全管理の状況などを

含めた作業体制、かつ、位置がわかるよ

うに背景もいれて撮影する。 

監督員

の指示

による 

木製、軽量鋼矢

板土留工設置状

況 

土留工の設置状況を位置がわかるように

背景もいれて撮影する。 

出来形管理 掘削幅及び掘削深さの出来形を、作業区

間全体の仕上がりがわかるように、かつ、

位置がわかるように背景もいれて撮影す

る。必要に応じて、遠景・近景を撮影す

る。 

管理№

毎 

布設工 

（切替含

む） 

挿絵（管割図）  管理№

毎 

及び異

形管部 

配管状況 異形管は、個々の配管部材が明確にわか

るように、進行方向及び横方向から撮影

し、必要に応じて、逆方向から撮影する。 

    黒板に配管立体図及び管No.等

（PP施工時には前に施工した日付）を記

入し、記載内容がわかるように撮影する。 

既設地下埋設物と近接する場合、構造物

の形状がわかるように黒板に略図を記入

し、土被り、クリアランスを撮影する。 

また、排水管を設置する際に側溝等既設

構造物を一部取り壊した時には不可視部

分の復旧状況を撮影する。 

１箇所

毎 

既設管との接合の際は挿口又は受口の清

掃、補修等の状況を撮影すること。 

 

掘削工 バックホウ掘削

状況 

バックホウ掘削状況を、安全管理の状況

などを含めた作業体制全体がわかるよう

に         撮影する。 

管理№

毎 

掘削残土積込状

況 

掘削残土積込状況を、安全管理の状況な

どを含めた作業体制全体がわかるように  

         撮影する。 

人力床堀状況 人力床堀状況を、安全管理の状況などを

含めた作業体制全体がわかるように   

        撮影する。 

木製、軽量鋼矢

板土留工設置状

況 

土留工の設置状況を          

      撮影する。 

監督員

の指示

による 

出来形管理 掘削幅及び掘削深さの出来形を、作業区

間全体の仕上がりがわかるように、かつ 

         背景もいれて撮影す

る。必要に応じて、遠景・近景を撮影す

る。 

管理№

毎 

布設工 

（切替含

む） 

挿絵（管割図）  管理№

毎 

及び異

形管部 

配管状況 異形管は、個々の配管部材が明確にわか

るように、              

  必要に応じて、別方向や拡大写真も

撮影する。黒板に配管立体図及び管No.

等               を記

入し、記載内容がわかるように撮影する。 

既設地下埋設物と近接する場合、構造物

の形状がわかるように黒板に略図を記入

し、土被り、クリアランスを撮影する。 

                   

                   

            

（新設） 

 

 

（新設） 
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布設工 

（切替含

む） 

管明示テープ貼

付状況 

  

ポリエチレンス

リーブ被覆状況 

ポリエチレンスリーブが全体に被覆され

たことがわかるように撮影する。また、

PP管の場合はロケーティングワイヤーの

管頂部への設置状況も撮影する。 

管理№

毎 

及び異

形管部 

鋳鉄管吊込み据

付工 

PP、VP、鋼管据

付工 

吊込み据付状況等を撮影する。鋼管ねじ

切りをして露出した部分に防食テープを

巻き付けた場合は、巻き付け後に撮影す

る。 

管理№

毎及び

ライナ

設置箇

所 

（継輪

は１箇

所毎） 

GX、NS継手工接

合状況 

挿入量を明示した線に正確に合わせて接

合しているか確認できる写真を横方向か

ら撮影する。 

継輪を設置する場合は、両挿し口端の間

隔を撮影する。 

（削除） 

 

 

  

継手工締付状況 PP継手工のトルク管理を撮影する 管理№

毎 

切替箇

所毎 

     

   

鋳鉄管切断・溝

切加工状況 

  

 

切管補修状況  

GX、NS継手挿口

加工状況 

 

切管寸法測定 ダクタイル鋳鉄管の切管を作成した際に

は、黒板に略図及び管No.、寸法を記入し、

受口を左側にした切管寸法測定を撮影す

る。 

１箇所

毎 

布設工 

（切替含

む） 

 

管明示テープ貼

付状況 

  

ポリエチレンス

リーブ被覆状況 

ポリエチレンスリーブが全体に被覆され

たことがわかるように撮影する。また、

PP管の場合はロケーティングワイヤー巻

付      状況も撮影する。 

管理№

毎 

及び異

形管部 

鋳鉄管吊込み据

付工 

PP、VP、鋼管据

付工 

吊込み据付状況等を撮影する。     

                   

                   

   

管理№

毎 

     

     

  

（継輪

は１箇

所毎） 

GX、NS継手工接

合状況 

GX、NS継手工接合状況を撮影する。      

                   

       

                   

        

GX、NS継手工チ

エック状況 

GX、NS継手工のチエック状況を撮影する。

また、継輪施工時には、挿し口間隔も撮

影する。 

継手工締付状況 PP継手工のトルク管理を撮影する 管理№

毎 

切替箇

所毎 

給水箇

所毎 

鋳鉄管切断・溝

切加工状況 

  

切管補修状況  

GX、NS継手挿口

加工状況 

 

切管寸法測定                    

  黒板に略図及び   寸法を記入し、 

        切管寸法測定を撮影す

る。 

１箇所

毎 
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布設工 

（切替含

む） 

 

ライナ挿入状況   

仕切弁設置工 設置状況がわかるように黒板に配管立体

図及び管No.を記入し、水平に設置してい

ることを確認できるように水平器等を設

置して完了を撮影する。(黒板には本管口

径を記入する。) 

割T字管、ヤノストッパー等で弁筐を設

置しない仕切弁については、仕切弁の全

開確認の写真を撮影する。 

１基毎 

ヤノストッパー

設置工 

 

不断水連絡工 設置状況、水圧検査（監督員立会）、完了

を撮影する。また、採取した穿孔片を撮

影する。 

シーバー弁付不断水分岐用割T字管及び

仕切弁筐を設置しない不断水分岐用割T

字管を使用する場合、シーバー弁及び仕

切弁の全開確認の写真を撮影する。 

鋳鉄管にSUSブッシュを取付けする場合

は、SUSブッシュ挿入機に装着している

SUSブッシュの挿入前及び挿入後の写真

を撮影する。 

消火栓設置工 設置状況がわかるように黒板に配管立体

図及び管No.を記入し、ポリエチレンスリ

ーブ被覆前に設置完了を撮影する。また、

設置完了後に消火栓の通水確認を撮影す

る。(監督員立会) 

基礎砕石工の出来形管理写真を撮影す

る。 

１基毎 

  

 

 

 

 

布設工 

（切替含

む） 

 

ライナ挿入状況   

仕切弁設置工 設置状況がわかるように黒板に配管立体

図及び管No.を記入し、                 

                            

   完了を撮影する。(黒板には本管口

径を記入する。) 

割T字管、ヤノストッパー等で弁筐を設

置しない仕切弁については、仕切弁の全

開確認の写真を撮影する。 

１基毎 

 

ヤノストッパー

設置工 

 

不断水連絡工 設置状況、水圧検査（監督員立会）、完了

を撮影する。また、採取した穿孔片を撮

影する。 

シーバー弁付不断水分岐用割T字管及び

仕切弁筐を設置しない不断水分岐用割T

字管を使用する場合、シーバー弁及び仕

切弁の全開確認の写真を撮影する。 

                   

                   

                     

       

消火栓設置工 設置状況がわかるように黒板に配管立体

図及び管No.を記入し、ポリエチレンスリ

ーブ被覆前に  完了を撮影する。    

                   

         

基礎砕石工の出来形管理写真を撮影す

る。 

１基毎 
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布設工 

（切替含

む） 

 

仕切弁筐設置工 座台、仕切弁筐を水平に設置しているこ

とが確認できるように水平器等を設置し

て各設置完了を撮影する。（黒板には本管

口径を記入すること。）また、仕切弁筐を

切断した場合、補修状況を撮影する。 

１基毎 

（補修

状況に

ついて

は１箇

所以上） 

バタフライ弁設

置工 

  

 

 

 

 

インサートバル

ブ設置工 

 

空気弁設置工  

弁桝設置工  

エアバック式止

水工 

 １箇所

毎 

管凍結工 作業状況及び解氷状況を撮影する。 

撤去工 廃止管や仕切弁筐等の撤去状況   を

撮影する。 

水替工 配管作業時に沈砂桝による排水処理状況

を撮影する。 

１箇所

以上 

土被り測定 土被りの出来形管理を管理地点もわかる

ように背景をいれて撮影する。 

管理№

毎 

及び50

ｍ毎 

既設管

接合部 

オフセット測定   

管洗浄工    

水圧検査 

（検査員

立会） 

水圧検査 水圧検査範囲、管種、口径、延長、検査

水圧、開始時間、終了時間を黒板に明記

し、水圧計設置位置がわかるように背景

もいれて       撮影する。 

監督員

の指示

による 

 

 

  

布設工 

（切替含

む） 

 

仕切弁筐設置工 座台、仕切弁筐の           

                   

 各設置完了を撮影する。（黒板には本管

口径を記入すること。）また、仕切弁筐を

切断した場合、補修状況を撮影する。 

１基毎 

（補修

状況に

ついて

は１箇

所以上） 

バタフライ弁設

置工 

  

インサートバル

ブ設置工 

 

空気弁設置工  

弁桝設置工  

エアバック式止

水工 

 １箇所

毎 

管凍結工 作業状況      を撮影する。 

撤去工         撤去状況、撤去完了を

撮影する。 

水替工 水替、         排水処理状況

を撮影する。 

１箇所

以上 

土被り測定 土被りの出来形管理を管理地点もわかる

ように背景をいれて撮影する。 

管理№

毎 

及び50

ｍ毎 

     

     

オフセット測定   

管洗浄工    

水圧検査 

（検査員

立会） 

水圧検査 水圧検査範囲、管種、口径、延長、検査

水圧、開始時間、終了時間を黒板に明記

し、水圧計設置位置がわかる遠景、水圧

計の目盛がわかる近景を撮影する。 

監督員

の指示

による 
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水質検査 

残留塩素濃度確

認 

色、濁りの確認 

布設管を既設管及び給水管に連絡する前

に、残留塩素濃度を測定及び色、濁りが

異常でないことを確認し撮影する。（監督

員立会） 

監督員

の指示

による 

給水管連

絡工 

(給水管

取替工) 

給水管連絡状況 

(給水管取替状

況) 

分水栓用防食フィルム設置前に給水管の

配管状況がわかるように、黒板に配管立

体図、位置等を記入し、撮影する。 

１箇所

毎 

サドル穿孔状況  給水口

径毎１

箇所 密着コア挿入状

況 

 

継手工締付状況 PP継手工のトルク管理を撮影する。 

防食フィルム設

置状況 

分水栓用防食フィルム設置完了を撮影す

る。 

※土被り測定と同写真でも可とする。 

１箇所

毎 

 

土被り測定 給水管を1.0m以上布設する場合は、既設

給水管との接続箇所の直近まで道路上の

基準の土被りを確保していることが確認

できる位置で給水管の土被りを撮影す

る。それ以外は既設給水管との接合箇所

の土被りを撮影する。 

※給水管を1.0m以上布設する場合の、既

設給水管との接合箇所については、測定

のみとし完成図面に土被りの測定値を記

入する。 

 

１箇所

毎 

水質検査 

残留塩素濃度確

認 

濁度、色度確認 

布設管を既設管及び給水管に連絡する前

に、残留塩素濃度を測定及び濁度、色度 

      を確認し撮影する。（監督員

立会） 

監督員

の指示

による 

給水管連

絡工 

(給水管

取替工) 

給水管連絡状況 

(給水管取替状

況) 

分水栓用防食フィルム設置前に給水管の

配管状況がわかるように、黒板に配管立

体図    を記入し、撮影する。 

１箇所

毎 

サドル穿孔状況  給水口

径毎１

箇所 密着コア挿入状

況 

 

（新設）  

（新設） 

 

 

  

土被り測定 既設給水管との接合箇所の土被り及び分

水栓用防食フィルム設置完了を撮影す

る。                 

                    

                   

           

                   

                   

                    

     

 

 

 

 

 

 

 

 

１箇所 

毎 
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給水管連

絡工 

(給水管

取替工) 

民地復旧状況 給水管取替工等において民地を掘削した

場合、復旧前、復旧後を撮影する。融雪

設備を有する場所は特に注意すること。 

１箇所

毎 

埋戻工 砂埋戻締固め 管周りの締固め状況を撮影する。 

各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を位置がわかるように背景もいれて撮影

する。 

管理№

毎 

 

出来形管理 砂埋戻し厚の測定状況を、作業区間全体

の仕上がりがわかるように、かつ、位置

がわかるように背景もいれて撮影する。

必要に応じて、遠景・近景を撮影する。 

埋設標識シート

布設完了 

埋設標識シート布設完了を位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

路盤工 下層路盤工 各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を位置がわかるように背景もいれて撮影

する。 

管理№

毎 

下層路盤工 

出来形管理 

下層路盤厚を、作業区間全体の仕上がり

がわかるように、かつ、位置がわかるよ

うに背景もいれて撮影する。必要に応じ

て、遠景・近景を撮影する。 

上層路盤工 各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を位置がわかるように背景もいれて撮影

する。 

上層路盤工 

出来形管理 

上層路盤厚を、作業区間全体の仕上がり

がわかるように、かつ、位置がわかるよ

うに背景もいれて撮影する。必要に応じ

て、遠景・近景を撮影する。 

影響幅まで上層路盤を施工する場合、上

層路盤幅を撮影する。 

給水管連

絡工 

(給水管

取替工) 

（新設）  

 

 

 

埋戻工 砂埋戻締固め 管周りの締固め状況を撮影する。 

各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を               撮影

する。 

管理№

毎 

 

出来形管理 砂埋戻し厚の測定状況を、作業区間全体

の仕上がりがわかるように、かつ    

      背景もいれて撮影する。必

要に応じて、遠景・近景を撮影する。 

埋設標識シート

布設完了 

埋設標識シート布設完了を       

         撮影する。 

路盤工 下層路盤工 各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を               撮影

する。 

管理№

毎 

下層路盤工 

出来形管理 

下層路盤厚を、作業区間全体の仕上がり

がわかるように、かつ         

  背景もいれて撮影する。必要に応じ

て、遠景・近景を撮影する。 

上層路盤工 各層毎(1層目→２層目→３・・) に転圧

状況、転圧完了（各層の締固め厚測定）

を               撮影

する。 

上層路盤工 

出来形管理 

上層路盤厚を、作業区間全体の仕上がり

がわかるように、かつ         

  背景もいれて撮影する。必要に応じ

て、遠景・近景を撮影する。 

影響幅まで上層路盤を施工する場合、上

層路盤幅を撮影する。 
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路盤工 仮復旧工 As敷均し状況、転圧状況、転圧完了を位

置がわかるように背景もいれて撮影す

る。 

管理№

毎 

路盤検査 

（検査員

立会） 

路盤検査 監督員の指示により、路盤の幅、厚さの

測定状況を撮影する。 

監督員

の指示

による 

舗装工 影響幅切断状況 影響幅切断状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制、かつ、位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

管理№

毎 

 

舗装版破砕状況 舗装版破砕状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制、かつ、位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

管理№

毎 

 

舗装版積込状況 舗装版積込状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制、かつ、位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

不陸整正、転圧

状況 

不陸整正、転圧状況を、安全管理の状況

などを含めた作業体制、かつ、位置がわ

かるように背景もいれて撮影する。 

不陸整正、転圧

完了 

不陸整正・転圧完了を、作業区間全体の

仕上がりがわかるように、かつ、位置が

わかるように背景もいれて撮影する。必

要に応じて、遠景・近景を撮影する。 

舗装幅測定 舗装幅測定の出来形管理を位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

舗装厚測定 舗装厚測定の出来形管理を位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

既設舗装版洗浄

状況 

既設舗装版洗浄状況を位置がわかるよう

に背景もいれて撮影する。 

サイドタックコ

ート塗布完了 

サイドタックコート塗布完了を位置がわ

かるように背景もいれて撮影する。（既設

舗装及び構造物） 

※側溝等既設構造物がある場合は特に既

設構造物への塗布状況を撮影する。 

路盤工 仮復旧工 As敷均し状況、転圧状況、転圧完了を  

              撮影す

る。 

管理№

毎 

路盤検査 

（検査員

立会） 

（新設） 監督員の指示により、各       

測定状況を撮影する。 

監督員

の指示

による 

舗装工 影響幅切断状況 影響幅切断状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制全体がわかるように  

        撮影する。 

管理№

毎 

 

舗装版破砕状況 舗装版破砕状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制全体がわかるように  

        撮影する。 

管理№

毎 

 

舗装版積込状況 舗装版積込状況を、安全管理の状況など

を含めた作業体制全体がわかるように  

        撮影する。 

不陸整正、転圧

状況 

不陸整正、転圧状況を、安全管理の状況

などを含めた作業体制全体がわかるよう

に         撮影する。 

不陸整正、転圧

完了 

不陸整正・転圧完了を、作業区間全体の

仕上がりがわかるように、かつ      

      背景もいれて撮影する。必

要に応じて、遠景・近景を撮影する。 

舗装幅測定 舗装幅測定の出来形管理を       

         撮影する。 

舗装厚測定 舗装厚測定の出来形管理を       

         撮影する。 

既設舗装版洗浄

状況 

既設舗装版洗浄状況を         

       撮影する。 

サイドタックコ

ート塗布状況 

サイドタックコート塗布状況を     

           撮影する。（既設

舗装及び構造物） 
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舗装工 As敷均し状況 As合材の敷均し状況を位置がわかるよう

に背景もいれて撮影する。 

管理№

毎 

 As転圧状況 As合材の転圧状況を位置がわかるように

背景もいれて撮影する。 

As転圧完了 As合材の転圧完了を位置がわかるように

背景もいれて撮影する。 

区画線工 区画線工の作業状況   を撮影する。 管理№

毎又は

１箇所

毎 

舗装工 

（品質管

理） 

散布量検収マッ

ト測定 

 管理№

毎 

 乳剤散布状況 乳剤散布状況を位置がわかるように背景

もいれて撮影する。(検収マットは一列に

３枚設置する。) 

散布量測定 各管理№毎に３箇所の測定結果を現場で

撮影する。(散布後の検収マット重量測定

時に計算により求められた散布量(ℓ/㎡)

と設計値を黒板に明記し、散布量測定し

ていない他の検収マットは、はかりの横

に置き撮影する。) 

散布量管理表を写真の手前につけて整理

する。 

現場到着温度測

定 

As合材の現場到着温度を位置がわかるよ

うに背景をいれて撮影する。 

現場到着温度測定表を写真の手前につけ

て整理する。 

敷均し温度測定 As合材の敷均し温度を位置がわかるよう

に背景をいれて撮影する。 

敷均し温度測定表を写真の手前につけて

整理する。 

 

 

  

舗装工 As敷均し状況 As合材の敷均し状況を         

       撮影する。 

管理№

毎 

 As転圧状況 As合材の転圧状況を          

      撮影する。 

As転圧完了 As合材の転圧完了を          

      撮影する。 

区画線工 区画線工の作業状況、完了を撮影する。 

 

 

 

管理№

毎又は

１箇所

毎 

舗装工 

（品質管

理） 

散布量検収マッ

ト測定 

 管理№

毎 

 乳剤散布状況 乳剤散布状況を            

    撮影する。(検収マットは一列に

３枚設置する。) 

散布量測定 各管理№毎に３箇所の測定結果を現場で

撮影する。(散布後の検収マット重量測定

時に計算により求められた散布量(ℓ/㎡)

と設計値を黒板に明記し、散布量測定し

ていない他の検収マットは、はかりの横

に置き撮影する。) 

                   

    

現場到着温度測

定 

As合材の現場到着温度を        

        撮影する。 

                   

      

敷均し温度測定 As合材の敷均し温度を         

       撮影する。 
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切削オー

バーレイ

工 

路面切削機運搬

状況 

 監督員

の指示

による 路面切削状況 路面切削状況を、安全管理の状況などを

含めた作業体制、かつ、位置がわかるよ

うに背景もいれて撮影する。 

すりつけがある場合、既設舗装とのすり

つけ状況を撮影する。 

路面洗浄状況 路面切削後、路面洗浄機等で舗装版を洗

浄した状況を位置がわかるように背景も

いれて撮影する。 

舗装幅測定 必要に応じて舗装幅測定の出来形管理を

位置がわかるように背景もいれて撮影す

る。 

舗装厚測定 舗装厚測定の出来形管理を位置がわかる

ように背景もいれて撮影する。 

（削除） 

 

 

 

サイドタックコ

ート塗布完了 

サイドタックコート塗布完了を位置がわ

かるように背景もいれて撮影する。（既設

舗装及び構造物） 

※側溝等既設構造物がある場合は特に既

設構造物への塗布状況を撮影する。 

As敷均し状況 As合材の敷均し状況を位置がわかるよう

に背景もいれて撮影する。 

As転圧状況 As合材の転圧状況を位置がわかるように

背景もいれて撮影する。 

As転圧完了 As合材の転圧完了を位置がわかるように

背景もいれて撮影する。 

  

 

 

 

切削オー

バーレイ

工 

路面切削機運搬

状況 

 管理№

毎    

    路面切削状況 路面切削状況を、安全管理の状況などを

含めた作業体制全体がわかるように   

        撮影する。 

すりつけがある場合、既設舗装とのすり

つけ状況を撮影する。 

路面洗浄状況 路面切削後、路面洗浄機等で舗装版を洗

浄した状況を             

   撮影する。 

舗装幅測定 必要に応じて舗装幅測定の出来形管理を 

               撮影す

る。 

舗装厚測定 舗装厚測定の出来形管理を       

         撮影する。 

成形目地工 成形目地設置状況を全体の仕上がりがわ

かるように、かつ背景もいれて撮影する。

必要に応じて、遠景・近景を撮影する。 

サイドタックコ

ート塗布状況 

サイドタックコート塗布状況を     

           撮影する。（既設

舗装及び構造物） 

                   

                 

As敷均し状況 As合材の敷均し状況を          

       撮影する。 

As転圧状況 As合材の転圧状況を          

      撮影する。 

As転圧完了 As合材の転圧完了を          

      撮影する。 
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切削オー

バーレイ

工 

（品質管

理） 

 

散布量検収マッ

ト測定 

 監督員

の指示

による 乳剤散布状況 乳剤散布状況を位置がわかるように背景

もいれて撮影する。(検収マットは一列に

３枚設置する。) 

散布量測定  

現場到着温度測

定 

As合材の現場到着温度を位置がわかるよ

うに背景をいれて撮影する。 

敷均し温度測定 As合材の敷均し温度を位置がわかるよう

に背景をいれて撮影する 

舗装工 

（完了

後） 

   

エアモル

タル充填

工 

エアモルタル材

料検査 

 １箇所

毎 

エアモルタル充

填配管状況 

 

エアモルタル注

入状況 

 

エアモルタル充

填完了状況 

 

エアモルタル充

填配管撤去状況 

エアモルタル充填するために使用した配

管及びバルブ等について舗装下30cmまで

撤去した状況を標尺をつけて撮影する。 

エアモル

タル充填

工 

（品質管

理） 

湿潤密度測定 各項目を測定し撮影する。(監督員立会) 施工日

毎 

供試体3

本 

材令28

日 

空気量測定 

フロー値測定 

一軸圧縮強度測

定 

その他    

 

 

切削オー

バーレイ

工 

（品質管

理） 

散布量検収マッ

ト測定 

 管理№

毎   

    乳剤散布状況 乳剤散布状況を            

    撮影する。(検収マットは一列に

３枚設置する。) 

散布量測定  

現場到着温度測

定 

As合材の現場到着温度を        

        撮影する。 

敷均し温度測定 As合材の敷均し温度を         

       撮影する 

舗装工 

（完了

後） 

   

エアモル

タル充填

工 

エアモルタル材

料検査 

 １箇所

毎 

エアモルタル充

填配管状況 

 

エアモルタル注

入状況 

 

エアモルタル充

填完了状況 

 

（新設） 

 

 

 

エアモル

タル充填

工 

（品質管

理 

湿潤密度測定 各項目を測定し撮影する。(監督員立会) 施工日

毎 

供試体3

本 

材令28

日 

空気量測定 コア穴乾燥状況を撮影する。 

フロー値測定 コア穴乳剤塗布状況を撮影する。 

一軸圧縮強度測

定 

コア穴締固め状況を撮影する。 

その他    
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② 撮影方向 

工事写真は、起点から終点に向かって撮影し、全工種において方向を統一して

撮影します 。なお、異形管部を撮影する場合は黒板の略図はそのままで横方向

からも撮影し、必要に応じて逆方向からも撮影します。            

     給水管連絡工及び給水管取替工は、下記の図を参考にして新設管から宅地に向

かって撮影します 。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)～(6) （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 撮影方向 

工事写真は、起点から終点に向かって撮影し、全工種において方向を統一して

撮影すること。なお、配管が障害物等により見えない場合は、黒板の略図はその

ままで横・逆方向からも撮影し、特に異形管は明確に確認できるようにすること。 

給水管連絡工及び給水管取替工は、下記の図を参考にして新設管から宅地に向

かって撮影すること。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3)～(6) （略） 
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５ 出来形管理計画 

 

 1  工事数量表 

 2  掘削土工・土被り管理図表 

3  埋戻工・路盤工・仮復旧工管理図表 

4  路盤検査結果表 

5  舗装工管理図表 

6  切取供試体厚さ測定管理図表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．出来形管理計画 

 

1) 工事数量表 

 2) 掘削土工・土被り管理図表 

3) 埋戻工・路盤工・仮復旧工管理図表 

4) 路盤検査結果表 

5) 舗装工管理図表 

6) 切取供試体厚さ測定管理図表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



上水道配管工事標準仕様書 新旧対照表 

52 

改 訂 後 現   行 

（様式-7の2） 

 

（様式-7の5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式-10の2） 

 

（様式-10の5） 
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（様式-7の6-1） 

 

 

（様式-7の7-1） 

 

 

（様式-10の7-1） 

 

 

（様式-10の7-1） 
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（様式-7の8） 

 

 

（様式-7の11） 

 

（様式-10の8） 

 

 

（様式-10の11） 
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６ 品質管理計画 

（略） 

 

７ 配管材料一覧表 

（略） 

 

８ 主要資材一覧表 

（略） 

 

９ 主要機械一覧表 

（略） 

 

10 現場組織表 

（略） 

 

11 安全衛生管理 

(1) 目標 （略） 

(2) 重点目標 （略） 

(3) 重大災害防止策 （略） 

 

12 安全衛生管理組織表 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．品質管理計画 

（略） 

 

７．配管材料一覧表 

（略） 

 

８．主要資材一覧表 

（略） 

 

９．主要機械一覧表 

（略） 

 

10．現場組織表 

（略） 

 

11．安全衛生管理 

 1) 目標 （略） 

 2) 重点目標 （略） 

 3) 重大災害防止策 （略） 

 

12．安全衛生管理組織表 

（略） 
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13 緊急時連絡表 

 

1 現場において、事故又は災害が発生した場合は、下記の連絡体制で速やかに連絡する。 

2 現場には職員・労務者・機械・資材を配置させ救助・復旧に努める。また、安全施設

等を設置し関係者以外の立入りを禁止する。 

 

 

 

 

13．緊急時連絡表 

 

1．現場において、事故又は災害が発生した場合は、下記の連絡体制で速やかに連絡する。 

2．現場には職員・労務者・機械・資材を配置させ救助・復旧に努める。また、安全施設

等を設置し関係者以外の立入りを禁止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(発注者)

管渠維持チーム

TEL: 017－736－2151

道路維持課

道路管理ﾁｰﾑ

TEL: 017－752－8562

TEL: 017-○○-○○ 青森ｶﾞｽ㈱

TEL: 017-741-7421

八重田浄化センター

TEL: 017-○○-○○ TEL: 0120-34-8764

(二次下請負者) 東北電力㈱

○○建設㈱ TEL: 017-722-0249

○○建設㈱ ＮＴＴ東日本-東北

(一次下請負者) 報　　告 青森警察署

㈱○○組 連　　絡 TEL:  017-723-0110

TEL: 017-○○-○○ 通　　報 青森消防本部

(一次下請負者) TEL:  017-775-0851

冷静判断
TEL: 119

労働基準監督署 青森市民病院

TEL: 017-734-4444 TEL: 017-734-2171

TEL: 017-777-4258 救急車

現場代理人

㈱○○設備工業

（会社） TEL: 777-4258

（携帯） 090-1111-2222

青森市企業局水道部
確　　認

警察署

上水道整備課 TEL: 110

○○　○○

㈱○○設備工業　○○　○○ ㈱○○組　○○　○○

緊急連絡系統図

事故・災害発生

発見者

配管作業主任者 土木作業主任者

(発注者)

㈱○○設備工業　○○　○○ ㈱○○組　○○　○○

緊急連絡系統図

事故・災害発生

発見者

配管作業主任者 土木作業主任者

TEL: 017-777-4258 救急車

現場代理人

㈱○○設備工業

（会社） TEL: 777-4258

（携帯） 090-1111-2222

青森市企業局水道部
確　　認

警察署

整備課 TEL: 110

○○　○○

冷静判断
TEL: 119

労働基準監督署 青森市立病院

TEL: 017-734-4444 TEL: 017-734-2171

○○建設㈱ ＮＴＴ東日本-東北

(一次下請負者) 報　　告 青森警察署

㈱○○組 連　　絡 TEL:  017-723-0110

TEL: 017-○○-○○ 通　　報 青森消防本部

(一次下請負者) TEL:  017-775-0851

TEL: 017-○○-○○ TEL: 0120-34-8764

(二次下請負者) 東北電力㈱

○○建設㈱ TEL: 017-722-0249

TEL: 017-○○-○○ 青森ｶﾞｽ㈱

TEL: 017-741-7421

八重田浄化センター

管渠維持チーム

TEL: 017－736－2151

道路維持課

道路管理ﾁｰﾑ

TEL: 017－761－4329  
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14 安全施設（仮設備等） 

   工事看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 安全施設（仮設備等） 

   保安施設 （略） 

 

15 有資格者・技能講習修了者名簿及び資格証明書のコピー 

（略） 

 

16 再資源利用計画及び再生資源利用促進計画 

（略） 

 

 

14-1)．安全施設（仮設備等） 工事看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14-2)．安全施設（仮設備等） 保安施設 

（略） 

 

15．有資格者・技能講習修了者名簿及び資格証明書のコピー 

（略） 

 

16．再資源利用計画及び再生資源利用促進計画 

（略） 
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上水道配管工事標準仕様書等    改訂経過 

 

 

・ 昭和 41 年      配水管工事仕様書 

・ 昭和 58 年 10 月    配水管工事仕様書（改訂版） 

・ 平成 8 年 4 月    配管工事標準仕様書 

・ 平成 19 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書 

・ 平成 29 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書（改訂版） 

・ 平成 30 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書（改訂版） 

・ 平成 31 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書（改訂版） 
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・ 平成 19 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書 

・ 平成 29 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書（改訂版） 

・ 平成 30 年 4 月    上水道配管工事標準仕様書（改訂版） 
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